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新

年

の

ご

挨

拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
を
健
や
か

に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
で
は
今
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
変
革
が

進
ん
で
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
国
と
地
方
に
お
い
て
も
、

三
位
一
体
改
革
な
ど
に
よ
り
地
方
分
権
が
本
格
化
し
、
新

た
な
関
係
が
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

活
か
し
た
施
策
を
展
開
し
、
個
性
と
活
力
の
あ
る
地
域
社

会
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
地
方
か
ら
国
全
体
を
活
性
化
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
徳
島
市
は
、
そ
の
中
心
に
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
眉
山
が
そ
び
え
、
四
国
一
の
大
河
吉
野
川
を
始

め
新
町
川
や
助
任
川
な
ど
多
く
の
川
の
流
れ
る
、
水
と
緑

の
溢
れ
る
魅
力
的
な
「
ま
ち
」
で
す
。
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
徳
島
城
跡
な
ど
の
文
化
遺
産
を
有
す

る
、
歴
史
あ
る
愛
す
べ
き
「
ま
ち
」
で
す
。
こ
の
ま
ち
の

素
晴
ら
し
さ
に
負
け
な
い
、元
気
で
誇
り
あ
る「
徳
島
市
」

を
つ
く
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
年
は
、
行
財
政
の
健
全
化
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
元

年
と
な
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
将
来
は
自
分
た
ち

で
切
り
開
く
と
い
う
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、
安
定
し
た

財
政
基
盤
を
構
築
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
主
役
で
、
夢
と

希
望
を
語
れ
る
徳
島
市
を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
、
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

徳
島
市
長

原

秀

樹
内町小学校６年生の皆さんと原市長

（徳島城跡）
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行
財
政
健
全
化
の
基
本
方
針
（
平
成

１７
年
２
月
）
で
は
、
「
財
政
危
機
宣

言
の
も
と
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
早

期
に
克
服
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を

見
据
え
た
健
全
な
行
財
政
運
営
を
確

立
す
る
」
と
の
行
財
政
健
全
化
の
目

的
及
び
５
つ
の
健
全
化
の
方
策
を
定

め
ま
し
た
。�

　
行
財
政
健
全
化
基
本
計
画
（
平
成

１７
年
９
月
）
で
は
、
行
財
政
健
全
化

の
目
指
す
も
の
と
し
て
、
３
つ
の
新

し
い｢

ま
ち(

市
民)｣･｢

ぎ
ょ
う
せ
い(

市

役
所)｣･｢

ひ
と(

職
員)｣

の
創
造
を
明

確
化
す
る
と
と
も
に
、
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
３５
の
基
本
的
な
取
組
項
目

を
総
合
的
・
体
系
的
に
示
し
ま
し
た
。�

　
行
財
政
健
全
化
実
施
計
画
は
、
本

市
の
今
後
の
財
政
運
営
と
職
員
数
に

つ
い
て
の
道
筋
を
示
し
た
「
財
政
健

全
化
フ
レ
ー
ム
」
と
「
定
員
適
正
化

計
画
」
及
び
行
財
政
健
全
化
基
本
計

画
を
計
画
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る

た
め
の
７９
の
具
体
的
な
取
組
項
目
を

示
し
た
も
の
で
す
。�

　
行
財
政
健
全
化
の
目
指
す
も

の
及
び
基
本
方
針
に
掲
げ
た
行

財
政
健
全
化
の
目
的
の
達
成
に

向
け
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

目
標
、
取
組
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
目

標
年
度
・
取
組
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
す
。
計
画
に

定
め
た
７９
の
取
組
項
目
を
着
実

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
５

つ
の
健
全
化
の
方
策
が
具
体
化

さ
れ
、
新
時
代
の
県
都
に
ふ
さ

わ
し
い
７
つ
の
力
（
プ
ラ
イ
ド
、

元
気
＆
躍
動
、
経
営
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
、
ス
ピ
ー
ド
＆
オ
ー
プ
ン
、

品
質
、
意
欲
、
能
力
）
が
ア
ッ

プ
し
、
３
つ
の
新
し
い
ま
ち
・

ぎ
ょ
う
せ
い
・
ひ
と
の
創
造
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。�

　
各
取
組
項
目
に
お
い
て
は
、

目
標
数
値
の
設
定
や
客
観
的
な

目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。�

　
国
や
県
の
動
き
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
計

画
期
間
中
に
新
た
な
健
全
化
の

取
組
み
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

計
画
内
容
の
変
更
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
取
組
項
目
の
追
加
、

変
更
を
行
い
ま
す
。�

●
財
政
健
全
化�

　
フ
レ
ー
ム
と
は�

　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
実

現
す
る
た
め
、
行
財
政
健
全
化

集
中
取
組
期
間
の
最
終
年
度(

平

成
２１
年
度)

ま
で
の
財
源
確
保
集

中
対
策
と
財
政
健
全
化
目
標
数

値
を
設
定
し
た
も
の
で
す
。 �

�

●
財
源
確
保
集
中
対
策�

（
一
般
会
計
・
一
般
財
源
ベ
ー
ス
）�

　
平
成
１７
年
２
月
の
「
財
政
収

支
試
算
」
に
お
け
る
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
２１
年
度
ま
で
の
財

源
不
足
額
１
３
６
億
円
に
対
し
て
、

歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
抑
制
に

取
り
組
み
、
財
政
健
全
化
債
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
５

２
億
円
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
で
財
政
再
建
準
用
団
体
へ
の

転
落
を
回
避
し
、
ま
た
、
安
定

的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に

一
定
額
の
財
政
調
整
基
金
を
積

み
立
て
ま
す
。�

�

●
財
政
健
全
化�

　
目
標
数
値
の
設
定�

　
左
表
の
と
お
り
、
財
政
指
標

に
つ
い
て
目
標
数
値
を
設
定
し
、

行
財
政
健
全
化
集
中
取
組
期
間

の
最
終
年
度
（
平
成
２１
年
度
）

ま
で
に
改
善
し
ま
す
。�

徳
島
市
は
、行
財
政
の
健
全
化
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、昨
年
９
月
に
策

定
し
た
行
財
政
健
全
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、こ
の
ほ
ど
「
行
財
政
健
全
化
実

施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

行
財
政
健
全
化
実
施
計
画
を
策
定
�

具体的な取組項目�

定員適正化計画�

財政健全化フレーム�

●
定
員
適
正
化
計
画
と
は
　�

　
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

を
目
指
す
た
め
、
行
政
需
要
に

対
応
し
た
職
員
配
置
、
事
務
事

業
の
見
直
し
、
民
間
活
力
の
積

極
的
な
導
入
、
公
共
施
設
の
見

直
し
、
電
子
自
治
体
の
推
進
な

ど
に
よ
り
、
職
員
数
を
抑
制
し
、

よ
り
少
な
い
職
員
で
良
質
な
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

体
制
を
築
く
も
の
で
す
。�

�

●
定
員
適
正
化
の
方
法�

　
①
業
務
内
容
を
精
査
す
る
と

と
も
に
、
事
務
事
業
や
組
織
機

構
の
見
直
し
を
行
う
中
で
、
効

果
的
・
効
率
的
な
職
員
配
置
に

努
め
ま
す
。�

　
②
「
民
間
に
で
き
る
も
の
は

民
間
で
」
の
原
則
に
よ
り
、
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
留
意
し
、

行
政
責
任
の
確
保
を
前
提
と
し
て
、

外
部
委
託
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）

を
推
進
し
ま
す
。�

　
③
事
務
の
性
格
や
内
容
、
実

施
時
期
等
を
勘
案
し
た
上
で
、

多
様
な
勤
務
形
態
の
活
用
を
行

い
ま
す
。�

　
④
組
織
上
の
必
要
性
や
全
体

の
人
員
体
制
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、

職
種
の
変
更
や
登
用
な
ど
を
行

い
ま
す
。�

�

●
定
員
適
正
化
の
目
標�

　
現
在
、
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
は
、
国
か
ら
、
職
員
数
を

平
成
２２
年
度
ま
で
に
平
成
１７
年

度
の
４.６
％
以
上
削
減
す
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
本
市
の
人
件
費
比

率
が
他
都
市
と
比
べ
て
高
い
状

況
や
職
員
数
が
多
い
こ
と
を
踏

ま
え
、
定
員
適
正
化
の
目
標
を

「
平
成
１７
年
度
職
員
数
２
、
９

５
７
人
を
基
準
と
し
て
、
平
成

２３
年
度
以
降
早
期
に
１０
％(

２
９

６
人)

削
減
す
る
」
こ
と
と
し
ま

す
。�

　
ま
た
、
集
中
取
組
期
間
の
最

終
年
度
で
あ
る
平
成
２1
年
度
及

び
国
の
要
請
期
間
で
あ
る
平
成

２２
年
度
ま
で
の
職
員
数
を
下
表

の
と
お
り
定
め
ま
す
。�

「
市
民
が
主
役
で
夢
と
希
望
を
語
れ
る
元
気
で
誇
り
あ
る
ま
ち
・
と
く
し
ま
」目
指
し
�

行財政健全化の目指すもの�

行財政健全化の基本方針「5つの健全化の方策」�

行財政健全化基本計画「35の基本的な取組項目」�

行財政健全化実施計画「79の具体的な取組項目」�

新時代の県都にふさわしい7つの力がUP

●経営マネジメント力�
●スピード＆オープン　●品質�

市役所�

市民が主役で夢と希望を�

語れる元気で誇りある�

まち�

地域運営主体から�

地域経営主体としての�

ぎょうせい�

やりがいを持ち�

いきいきと働く�

ひと�

●プライド�
●元気＆躍動�

市民�

●意欲�
●能力�

職員�

●組織の見直し�
　時代に即応した組織編成、
政策立案機能・総合調整機
能の強化及び総合窓口に対
応した組織の整備を行います。�
●職員給料・諸手当の見直
　し�
　給与の減額及び給料・諸
手当の見直しを行います。�
●外部委託（アウトソーシ
　ング）の推進�
　サービスの維持向上に留
意し、行政責任の確保を前
提として、積極的に外部委
託（アウトソーシング）に
取り組みます。�
【外部委託（アウトソーシ
　ング）を推進する業務】�
　①電話交換業務�
　②火葬業務�
　③そ族昆虫駆除業務�
　④粗大ごみ収集業務�
　⑤焼却灰搬送業務�
　⑥動物園樹木管理業務�

　⑦街路樹管理業務�
　⑧道路維持補修業務�
　⑨浄化槽設置推進業務�
　⑩管渠管理業務�
　⑪ポンプ場管理業務�
　⑫汚泥処理業務�
　⑬市民病院給食業務�
●施設管理等の見直し�
　本市が管理している公共
施設等について、利用実態、
財政効率性等を再検証し、
見直しを行います。�
【廃止する施設】�
　①みのり荘�
　②特別養護老人ホーム�
　③勤労青少年ホーム�
　④園瀬病院（市民病院へ
　　統合）�
【管理方法を見直す施設】�
　①文化センター�
　②生涯福祉センター�
　③木工会館�
　④阿波おどり会館�
　⑤都市公園�
　⑥図書館�
　⑦考古資料館�
●支所機能のあり方の検討�
●執行体制の見直し��
●監査機能の強化��
●定員の適正化の推進��
●職員体制の見直し��
●再任用制度の効果的な運
　用�

●旅費の見直し��
●物品調達の見直し��
●長期継続契約の検討��
●公共事業コスト縮減計画
　の見直し��
●入札方法・契約制度の見
　直し (電子入札の拡大等)�
●入札監視委員会の設置��
●福利厚生制度の見直し��
●被服貸与の見直し��
●経常的な事務経費の削減
●情報システム管理・開発
　方法の見直し��
●公用車の効率的な管理��
●出先機関等における駐車
　場のあり方の検討��
●就学前児童対策の検討��
●公立保育所のあり方の検
　討�
●市営住宅のあり方の検討�
●幼小中学校の見直し（校
　区を含む）��
●特別会計の健全化��
●特別会計への繰出しの抑
　制�
●公営企業の経営改善��
●企業会計への繰出しの抑
　制�
●病院事業の新しい経営形
　態への移行��
●外郭団体の見直し�

●市税の徴収率の向上�
　現年度徴収・滞納処分の強化を図る
とともに、収納サービスの充実、納税
意識の普及・啓発を推進します。�
●市税の課税客体把握の徹底��
●国民健康保険料の収納率の向上��
●介護保険料の収納率の向上��
●住宅使用料の徴収率の向上��
●使用料・手数料の見直し��
●行政サービスに対する受益者負担の
　見直し��

●遊休財産の有効活用��
●未利用財産の計画的な処分��
●未利用財産の計画的な処分（しらさ
　ぎ台用地）��
●地域再生計画制度・構造改革特区制
　度等の活用��
●財源確保の推進��
●広報媒体への民間広告掲載の検討�
●基金の有効活用��
●企業誘致の積極的な推進�

●職員の意識改革・体質
　改善�
　意識改革講座、職場風
土改革講座を実施すると
ともに、職場改善運動を
実施します。�
●人材育成基本方針の策
　定�
　本市が求める職員像を
明確にし、職場・人事管
理・研修の連携など人材
育成に関する基本方針を
策定します。�
●総合窓口の設置�
　各種申請・届出などの
窓口業務の一元化（ワン

ストップサービス）を図
るため、総合窓口を設置
します。�
●窓口サービスの充実�
●人事評価制度の確立��
●職員提案制度の活用��
●研修制度の再構築��
●情報基盤整備の推進��
●インターネット技術の
　活用��
●情報セキュリティ対策
　の充実�

今後は、この計画に基づき、行財政の健全化を推進していきます。なお、取組状況や計画の進ちょく状況などを市民の皆さんに随時公表していき
ます。この「実施計画」は、行財政健全推進課（市役所６階）または徳島市ホームページ（下記欄外）で閲覧することができます。�
［問い合わせ先］行財政健全推進課　　 （621）5113

79の�
具体的な�
取組項目�

79の�
具体的な�
取組項目�

�

�

実施計画策定の趣旨�

�

財政健全化目標数値  �

 　　　財政指標  目　標�

①経常収支比率 92％以下�

　経常収支比率のうち人件費分 32％以下�

②義務的経費負担比率(一般財源ベース) 55％以下�

③人件費比率 22％以下�

④起債制限比率 12％以下�

   

財源確保集中対策�

（一般会計：一般財源ベース）　　　　　　（単位　億円） �

　　　区　分  17～21年度合計�

歳入の確保 33�

 税収等の確保 19�

 財産収入の確保 10�

 財源の確保  4�

歳出の抑制  99�

 徹底した内部努力 72�

 公共施設の見直し 5�

 特別・企業会計の健全化 14�

 事務事業の見直し 8�

財政健全化債の活用  20�

　　　　　計 Ａ　　152�

収支試算における財源不足額 Ｂ  ▲ 136�

   　　　差　　引　  　　　（Ａ＋Ｂ） 16�

        

 　　　　　　　　　　　 職員数 　　　　　　　削減数 　　　　　 削減率�

平成17年度 　　　　　　　2,957人 　　　　　　　- 　　　　　　　-�

平成21年度 　　　　　　　2,747人 　　　　　　▲210人 　　　　　　7.1％�

平成22年度 　　　　　　　2,706人 　　　　　　▲251人 　　　　　　8.5％�

�

行財政の健全化に全力で取り組みます                            

徳島市長　原 秀樹��
　抜本的な行財政の健全化を断行する決意を表すため、
昨年２月に「財政危機宣言」を行って以来、議会での
ご審議や市民会議のご意見を踏まえ、このたび、｢行財
政健全化実施計画｣を策定しました。�
　この計画に示したさまざまな取り組みは、「市民が主
役で夢と希望を語れる元気で誇りあるまち・とくしま」
の実現に必要不可欠なものです。�
　そのため、私自身が先頭に立ち、強いリーダーシッ

プの下で、職員の英知を結集し、この計画を着実に実行してまいりますので、市民の
皆さまのより一層のご理解とご協力を心からお願い申しあげます。�

�

定員適正化の目標数値� ※各年度4月1日現在の職員数　※水道局、交通局を除く�

①小さな市役所の構築 【３２項目】�
�

②効果的な事務事業の推進 【１０項目】�

③歳入の確保 【１５項目】�
�

④行政運営機能の強化 【１０項目】�
�

⑤市民の参画と協働の推進 【１２項目】�

●市民満足度の把握のシステム化�
　市政に対する市民の意識や満足度を
調査するとともに、それを効果的に政
策立案等に活用する仕組みづくりを進
めます。�
●事務事業の見直し�
　事務事業の整理・統合、簡素・効率
化を図るとともに、行政評価システム
等を活用した事務事業の見直しを行い
ます。�

●重要施策に係る総合調整機能の強化�
●予算編成方法の見直し��
●余裕教室の有効活用��
●行政評価システムの見直し��
●家庭ごみの収集・処理のあり方の検
　討��
●扶助費等の認定・給付の再検証��
●就学援助制度（扶助費）の見直し�
●補助金等の見直し�

●広報活動の充実�
　多岐にわたる広報媒体の
見直しを行い、わかりやす
く親しみやすい広報紙、ホ
ームページへ充実を図りま
す。�
●パブリックコメント制度
　の導入�
　市の政策等の策定にあた
り、その趣旨・目的・内容
を公表し、寄せられた意見
を考慮して最終決定する手
続きであるパブリックコメ
ント制度を導入します。�
●公園・道路などの公共空
　間の里親制度（アドプト

　プログラム）の導入�
　市民との協働、コスト縮
減という観点から、公園・
道路の里親制度の導入・実
施・運営を行います。�
●情報公開制度の充実��
●個人情報保護制度の充実�
●行政手続条例の適正な運
　用�
●協働の基本指針の推進��
●市民参加の仕組みづくり�
●ＮＰＯの育成支援��
●協働事業の浸透��
●コミュニティ活動の活性
　化�
●職員の地域活動の促進�

①小さな市役所の構築　②効果的な事務事業の推進　③歳入の確保　④行政運営機能の強化　⑤市民の参画と協働の推進�

第７２６号 （２）（３） 平成１８年１月１日

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。〔ホームページ〕http : //www.city.tokushima.tokushima.jp/
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第７２６号 平成１８年１月１日 （４）

募募 集集

ウォーキング講座
１月２３日～３月１３日の各月曜日１３：３０～

１５：００。保健センター元気回復室（沖浜東
２ ふれあい健康館２階）で。対象は、医
師から運動制限を受けていない４０～６４歳の
市民で、全日程に参加できる人。ただし、
過去にウォーキング講座を受講した人は除
く。内容は、健康運動実践指導者、保健師、
栄養士などによる講話と実技指導。定員は
３０人（先着順）。受講は無料。
申 保健センター（�６５６－０５３１）

リフォーム講座
～着物と帯のリフォーム～
▽A期生＝１月２７日�・２月１０日�▽B

期生＝２月２７日�・３月１３日�。いずれも
１３：３０～１５：３０。シビックセンター５階第
１活動室で。和服をベストやブラウスにリ
フォーム。講師は１級技能士・職業訓練指
導員・中林恵子さん。定員は各１５人（抽選）。
２日間出席できる人に限る。受講は無料。
申 はがきに希望のコース・住所・名前・
電話番号を記入し、１月６日�（当日消
印有効）までに、徳島市消費生活センター
（〒７７０－０８３４ 元町１ シビックセンタ
ー４階 �６２５－２３２６）へ。

くらしの講座
１月２０日�１３：３０～１５：００。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマは、「生
活設計Q&A～これからのくらしと生活設
計について～」。講師はファイナンシャルプ
ランナー・加渡いづみさん。定員は４０人（先
着順）。受講は無料。
申 徳島市消費生活センター（�６２５－２３２６）

ガラススタジオ
赤ちゃん誕生記念品の制作
１月１５日�９：００～１２：００。徳島ガラス
スタジオ（勝占町中須）で。ガラスで赤ち
ゃんの足型・手型を制作。足型は３カ月児、
手型は１歳児くらいから。定員は１０人（先
着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 １月４日�１０：００から、電話で徳島ガ
ラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

園瀬病院臨時薬剤師
園瀬病院に、平成１８年４月１日から勤務
する臨時薬剤師を募集（当直業務はなし）。
応募資格は薬剤師免許を持つ人。採用人数
は１人。
申 電話で園瀬病院事務局（�６６８－０６１１）へ。

応急手当の実技講習会
１月１５日�１３：００～１６：００。東消防署（新
蔵町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、

止血法など。受講は無料。
申 東消防署（�６５６－１１９５）、西消防署（�
６３１－０１１９）

中小企業の商品企画等夜間相談
１月１９日�１８：００～２１：００。市立木工会
館（福島１）１階交流室で。対象は、市内
に主たる営業所を有する中小企業事業者。
内容は、商品企画、デザイン、市場開拓お
よび販売促進などの相談。時間は１時間以
内。相談は無料。要予約（１月１６日まで）。
申 （株）アワード（�６２５－３８４０）
問 商工労政課（�６２１－５２２５）

催催 しし

消防出初め式
１月８日�９：３０～１２：００。アスティと
くしま（山城町）で。市民参加の防火衣着
装競争をはじめ、古式はしご操法、消防自
動車の観閲行進、祝賀放水など。入場は無料。
問 消防局総務課（�６５６－１１９１）

１月の市立図書館
おはなし室プログラム
▽７日�お話と絵本▽１４日�人形劇▽２１
日�お話と手遊び▽２２日�エンジョイ・イ
ングリッシュ▽２８日�おんぶとだっこのふ
れあい遊び。１０：３０～１１：００（２２日�のエ
ンジョイ・イングリッシュのみ１０：００～
１１：００）参加は無料。
問 市立図書館（�６５４－４４２１ 毎週火曜
日と１月１日�～４日�、９日�、３０日�
は休館）

ふれあい健康館
《新春あそび始め》
１月８日�１３：３０～１５：３０。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。扇
を的に当てる昔の遊びやお菓子作りとお茶
席体験（体験料１００円）など。参加は無料。
問 ふれあい健康館ボランティア係（�６５７
－０１９０）

ニュースポーツのつどい
１月１４日�９：００～１２：００。内町小学校
体育館で。種目はカローリング。参加は無
料。参加希望者は体育館シューズを持参し、
直接会場へ。
問 体育保健課（�６２１－５４２７）

浄化槽タウンミーティング徳島
１月１３日�１３：００～１６：１０。徳島プリン
スホテル（万代町３）プリンスホールで。
基調講演「地球環境時代に役立つ浄化槽」
（講師はNPO法人環境文明２１代表理事・加
藤三郎さん）、講演「浄化槽で川も海も心も
きれいに！」（漫画家・エッセイストの赤星
たみこさん）、浄化槽の普及促進策について

のパネルディスカッションなど。参加は無
料。
問 保全課（�６２１－５３０７）

力もち運び大会
１月３日	１１：００～。受け付けは９：００
～。徳島中央公園鷲の門広場で。雨天決行。
三方に載せた１５８kgのもちを抱えて歩いた
距離を年齢別（高校生の部・一般男子の部
・４０歳以上の部）、体重別（６５㎏未満・６５㎏
以上８０㎏未満・８０㎏以上）に競います。参
加は無料。
問 阿波力もち競争会（�６２６－３７４３）、観
光課（�６２１－５２３２）

おお 知知 らら せせ

保健センターを名乗る
業者にご注意を
徳島市保健センターと類似した名称で、
健康診査結果や健康状態を尋ね、健康食品
を売りつける悪徳商法が横行しています。
保健センターでは、商品の販売はもちろん、
健診結果を電話で問い合わせることはあり
ませんので、ご注意を。
問 徳島市消費生活センター（�６２５－２３２６）

国保料の納付にご協力を
徳島市では、１月を「国保料収納率向上
特別対策月間」とし、保険料の未納世帯に
対して日曜特別徴収や夜間戸別訪問、電話
催告などを実施。やむを得ない事情で納付
が遅れている場合は、相談を。
問 保険年金課（�６２１－５１５７、５１６４）

農業委員会委員
選挙人名簿登載受け付け
１月１０日	まで。市農業委員会（市役所
本館３階）で。資格要件は、満２０歳以上（昭
和６１年４月１日以前生まれ）で、１月１日
現在徳島市に住所を有し、次のいずれかに
該当する人。▽１０㌃以上の農地で農業経営
をしている▽農業経営をしている人の同居
親族、またはその配偶者で年間おおむね６０
日以上耕作している▽農業生産法人の組合
員または社員。
問 市農業委員会事務局（�６２１－５３９４）、

市選挙管理委員会事務局（�６２１－５３７３）

市有地を公売
市有財産（土地）を一般競争入札により
公売。物件＝不動東町２丁目９６５－２６・宅
地３３３．８４㎡。１月１７日	１０：００から現地説
明会。入札は、１月２７日�１０：００から市役
所７階７０２会議室で。
申 管財課（市役所７階 �６２１－５０５１）
にある所定の用紙で、１月２０日�までに同
課へ。

はたちの献血キャンペーン
１月１日～２月２８日
冬は輸血用の血液が不足しがちです。新
成人を始め、みなさんのご協力をお願いし
ます。
［献血の実施場所］
�アミコ献血ルーム（シビックセンター３
階�６５２－２５５０）。火曜を除く毎日（１月４
日�から）１０：００～１３：００、１４：００～１７：３０。
�県赤十字血液センター（庄町３�６３１－
３２００）日曜・祝日を除く毎日（１月２日�
から）９：００～１２：００。１３：００～１６：３０
問 保健センター（�６５６－０５２９）

１月９日のきっかけ体操は休み
毎月第２月曜日にふれあい健康館（沖浜
東２）で実施している「きっかけ体操教室」
は、祝日と重なるため休みます。
問 保健センター（�６５６－０５３１）

燃燃ややせせるるごごみみ・・資資源源ごごみみのの収収集集
１月９日�の該当地区は、ごみを収集
します。
問 生活環境課（�６２１－５２１７）

新春の広報番組のお知らせ
◆「こんにちは徳島市です」（ケーブルテ
レビ徳島）＝１月８日�まで新春番組「まち
づくりはパートナーシップで」を放映。放
映時間は１０：００～・１４：００～・１８：２０～・２２：
００～（各３０分間）
◆「マイシティとくしま」（四国放送）
＝新春１回目の放映日時は、１月４日�１６：
２０からに変更。
問 広報広聴課（�６２１－５０９１）

徳島城博物館に「初詣」
＜七草粥＞
１月５日�１１：３０～１３：００。伝統の七草
粥をご賞味ください。先着１００人。
＜新春獅子舞＆太鼓囃子＞
１月５日
�１３：００
～１４：００。
勇壮な獅
子舞と邦
楽演奏の
華やかな
競演。

＜子ども百人一首「かるた大会」＞
１月８日�１３：００～１６：００。「かるた教
室」を受講した小学生が技を競います。
＜新春「投扇興」大会＞
１月１５日�１３：００～１６：００。
受け付けは１２：００～１２：４５。
新春にふさわしい雅な遊び
に参加しませんか。対象は小学生以上。
＜テーマ展「子犬と正月の美術」＞
２月１２日�まで。干支にちなんだ蜂須賀
家伝来の産着や犬箱などを展示。
［入館料］大人３００円、高校・大学生２００
円、中学生以下無料。
問 徳島城博物館（�６５６－２５２５）

保健センター
（ふれあい健康館内）１月の無料相談

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９

阿阿波波おおどどりり会会館館・・２２００００６６新新春春ラライイブブ

人人人人人人形形形形形形浄浄浄浄浄浄瑠瑠瑠瑠瑠瑠璃璃璃璃璃璃公公公公公公演演演演演演
１１／／２２・・３３
開開催催 女性センター

アミコビル４階 �６２４－２６１３［日時］下表の
とおり。
［場所］会館２
階阿波おどり
ホール
［定員］２５０人
［入場料］無料

＊※は予約制で、４日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］１８日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］８日�・２２日�１０：００～１２：００

※託児あり（１歳～就学前まで。要申し込み）
問 阿波おどり会館（�６１１－１６１１）

編集 広報広聴課 �（０８８）６２１－５０９１ �（０８８）６５５－９９９０ e-mail:koho@city. tokushima. tokushima. jp 凡例：申 は申し込み先 問 は問い合わせ先

《女と男の生き方相談》
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
４日�・６日�
１１日�・１３日�
１８日�・２０日�

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１１・１８・２５日�
１６日�

１０・１７日	
５・１９日�
毎週月・金曜
毎週火曜
２６日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：３０～１５：３０
１３：００～１５：００

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

※は、保健師、他は医師が相談に応じます。

１０・２４日	

１１日�

１１日�・
１０・２４日	

１９日�

２５日�

一般健康相談・禁煙支援相談

認知症予防相談
こころの健康相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

生活習慣改善相談※

《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】

１７日	
１３：３０～１４：００・１４：００～１４：３０・１４：３０～１５：００

１１：００～ 寿式三番そう・恋女房染分手綱
出演：平成座
１３：００～ 寿式三番そう・傾城阿波の鳴門
出演：川内北小学校人形浄瑠璃クラブ
１３：００～・１５：００～

ワークショップ「人形解説と体験教室」
�「IWATO三番そう」
出演：阿波人形浄瑠璃研究会「青年座」ほか

２日�

３日	


